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学部の先生や経済産業省の役人達 と一緒 に始めた。建築 ・
都市領域に所属す る私 自身が、プロダク トデザイン領域 の
講義を受け持つ こと自体が異例ではあったが、現代社会で
は、そんな境界線 もな く相互に関わ り合いつつ、様々な活
動が行われている。
従来からプロダク トデザイン分野では、製品計画論 とい
う専門科 目の講義 があ り、ここでプロダク トデザイン開発
の基本的な方法論を身につ けようとい うものであ り、実際
に体系化[注1]も されている。 しか し製品計画論は、製造
企業優位の方法論が中心であ り、現在の流通消費 とい う視
点からの方法論ではない。
そ こで図1は 、プロダク トデザインとマーチャンダイジ
ングとの相違をみたものである。
先ずプロダク トデザインは、生産に軸足をおき、製造事




されている。 こうした市場動向を踏襲 しなが ら、ものづ く
りのシステム構築を目指す点が特徴である。そんなシステ
ムの中に製品開発戦略が行われ、アカデ ミックな世界でい
うところの製品計画論がこれ に該当する。 さらには、 自ら
生産設備、要因、工程 といった製品 自体を製造するシステ



















































そんな新業態開発のための トータル コンセプ トが図2で
ある。 この図をみると 「自分の手による生活創造」 とい う
言葉がある。そ うした言葉を使 うこと自体が生活者 と直接
結びつき、この新業態を象徴するコンセプ トを示 している
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こ とは、 このプ ロポーザル が、従 来か ら行 われ て きた商業
の業種 とい う考 え方 か ら脱却 し、 「手でつ くる」 とい うコン
セ プ トで、 この世 の 中 に存在す る数多 くの商 品の 中か ら、
セ レク トして集 めた らど うなるだ ろ うか、 とい うこ とが新
業態 の始 ま りであった。
通例業種 とい うの は、従来 か らある商店街 がそ の典 型例
だが、文房 具屋 、画材屋 、金物 屋、生 地屋、家 具屋 、電気
屋 とい った具合 に、商 品の種類 ごとに店 舗 を形 成 して きた
分 類基準 で ある。 他方業 態 とは、売 り方 の違 いにお け る分
類[注3]で あ り、 百貨 店、総合 量販店(GMS)、生鮮食 料 品
を主 とす る専門 スーパーマー ケ ッ ト(SM)、コンビニエ ンス
ス トア(CVS)、食料 品以外 の品揃 え と低価格訴求 を行 うデ ィ
カ ウン トス トア(DS)、特 定分野 商品 を扱 うスペ シャ リテ ィ
ス トア(SS)、無店舗販 売(メ デ ィア、イ ンターネ ッ ト、訪
問販 売等)に 分類 され る。
東急ハ ンズは専門店(SS)の大型 新業態 であ り、 自分の手











相談できるク リエイション活動をサポー トして くれ る機能
で もある。それが当時台頭 しつつあった競合店[注5]と の
差異化 といえよう。
これ らの素材群 とヒューマンファクターとを1つ の店舗




した ものであ る。 これをみれば文具、画材 、雑貨、台所用 品、
寝具、木材 や金 物 といっ た素材、家 具、作業 着 といった 具
合 に、 多種多様 の商 品群が配 列 され る専 門大店 の新業態 が
理解 され るだろ う。
ともす れ ば乱雑 に陥 りが ちな多種 多品種 の商 品群 を どの
よ うな考え方で構成 してきたかを示 したのが図4の マーチャ
ンダイ ジング構 成図で ある。 「自分 の手に よる・・・ 」 とい
うコンセプ トに従 い、 ここでは、横軸 に制作 を必要 とす る
商品群 で あ る"hand-Work"と、制 作 を必要 と しない完 成 品
としての商品群であ る"No　Hand　Work"とい う制作 の有無 と
を名義尺度 とす る商品属性 軸 と、縦軸 に"Creation"と書 か
れてあ るよ うに創造活動 なのか、"Operation"操作活動 なの
か とす る人間 の活動軸 との、概 念 的な2軸 のマ トリックス
で大 き く商 品 を分類 して い る。 こ うした2軸 に よって形成
され る4領 域 をみ る と、Hand-WorkとCreationとの領域 を
製品素材 商品群 と呼び、加工 を必要 とする木材 、金属 とい っ
た素材群 、画材、文 具のカテ ゴ リー と してい る。次 いでNo
Hand　WorkとCreationの領 域 を状 況演 出商品群 と呼び、照
明器 具、壁紙、イ ンテ リア小物 とい った よ うに、 自 らは制
作 を しないが 室内空 間な どを創 造す る ことには寄与す る領
域 である。 さ らにHand　WorkとOperationの領域 を組立補修
商品群 と呼び 、カー用 品、模型用 品、収納 用品 とい ったあ
る程度 の制作 は必要 であ るが、む しろ組 立家具 の よ うに製
作 を伴 う商品群 の領域 としてい る。最 後にNo　Hand　Workと
Operationの領域で ある単独最終商 品群 は制作 不要 の完成 さ
れ た商 品群で あ り、オー デ ィオや マイ コ ン、家庭 電気製 品
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などの領域 としている。通例の店舗はこの単独最終商品群
を扱 うものが大半をしてめいる。結果としてこれら4領域と、







ンセプ トすなわち概念化 とい う哲学的操作、カテ ゴライズ















ムを私な りに考えたのが図5で ある。ここでは、生産 と流
通とが商品を介 してつながってはいるが、その背後にある
戦略スキルやマーケットへの理解については、あまり関係
性がないまま、生産 と流通 とが機能 しているのが現在の姿








て とらえられ る。 当然そこには、デザイン方法論が構築さ
れてしかるべきものだ といえる。こ うした4つ の方法論や
活動が 目指す ところの1つ として、商品や建築や地域 自体
の存在の訴求或いは差異化 ということが考えられる。
■　16　マーチ ャンダイジングデザイン論スクリプ ト
そ して差異化の先には、製品 ・商品や施設や地域の 「ブ
ラン ド化」 とい う姿が現時点ではみえている。最終的には、
ブラン ド戦略もマーチャンダイジング論が 目指すべき 目標
の1つ だと私は考えている。




に応 えるために、必要 とされる商品開発か ら販売に関わる
側面、施設に関わる側面、地域や都市に関わる側面において、
ブラン ド性を表現できるヴィジュアルデザインを伴いなが












なブラン ド化である。そ うした実例を図6で 示 した。左図
はアメ リカ製造小売最大手企業GAPのブラン ドであるバナ
ナ リパブリックの広告ポスターである。「責任ある経済」の
文字に商品購入する場合 としない場合 とをフローチャー ト
で示 し、どちらを選択 しても私たちは満足感が得 られると
する広告である。その背後には、商品は地球の資源に戻す
ことができないから、使用材料を減 らし、修繕 し、再利用
するとい う同社のブラン ド理念が反映 されている。また右
図はコカ ・コー ラが製紙会社 と連携 し、商品を製造す るた








チャンダイジングデザイン論は、これか らも研究 した り教
えた りする人間達の考え方によって、方法論 も大いに変化
してゆくだろ う。む しろ時代に即応 して変化 していってよ
いと私は考えている。
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注2)東 急ハ ンズプ ロポーザル,1975.
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